
令和２年度 第２回湖南市立図書館図書館協議会 会議録 

 

■開催日時  令和２年 11 月 13 日（金） 午後４時 00 分～５時 20分 

■開催場所  石部まちづくりセンター 多目的室 

■出 席 者  図書館協議会委員 10 人 

事務局４人 

■傍 聴 人  １人 

■開  会 

［市民憲章唱和］ 

［あいさつ］  

■議  事  １）令和２年度湖南市立図書館事業実績報告（第２四半期）について 

       ２）令和２年度湖南市立図書館実施事業について 

       ３）その他 

議長 それでは令和２年度湖南市立図書館第２四半期の事業実績報告を事務局からよろしく

お願いします。 

事務局 今回の会議も前回と同様に、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、１時間程度で終

了するように指示されていますので、ご了承ください。 

資料①「令和２年度湖南市立図書館事業実績報告（第２四半期）」 

資料②「第１回湖南市「図書館を使った調べる学習コンクール」について」 

に基づき説明。 

「図書館を使った調べる学習コンクールについては」全国規模では 24回目になります

が、湖南市では初めての開催です。子どもたちがドリルなどをするだけではなく、自身で

調べる力をつけることを目的としたものです。コンクールを開催するにあたり、夏休み期

間に調べ方についてサポートする学習相談会を開催しました。今年度は例年より夏休み

が短かったですが、コンクールへの応募は中学生はありませんでしたが、小学生は 28 点

も応募いただきました。その後、審査を行い、11/1 に表彰式を開催しました。来年度以

降も続けていきたいと考えています。 

その他の事業として、10 月から図書館が開催するおはなし会「おはなしの森」を再開

しました。本来はお膝に抱っこのおはなし会として、職員と子どもさん達の間を１メート

ルくらいの距離で語りかけにて実施していましたが、３月から中止していました。保健セ

ンターで４か月健診・10 か月健診時に実施しているブックスタートも現在は読み聞かせ

をせず本を渡しているだけの状況です。ですが、近隣市町で安心安全を確保して実施され

る図書館が出てきましたので、まずは職員が実施のおはなし会に限定して 10 月から再開

させていただきました。また、再開前は 30分間実施していましたが、再開後は乳幼児向

けとして 15 分３組限定で、距離を取って実施しています。10 月は１組参加がありまし

た。需要があるのかなどは１回実施しただけでは検証できませんので、当分続けていく予

定です。ただ、これから寒い季節になる中で窓を開けて寒いところでできるのか、会場と

している部屋は暖房を強くすると音がすごいのでその状況でできるのか、安全な状況で

できるのかも含めて今後検証していきます。なお、参加者には事前に体温を測っていただ

き、氏名・住所・電話番号の個人情報を収集しますが、３週間保管した後廃棄します。 

また、11/15 から甲西図書館で「本と雑誌のリサイクル」を開催しています。本と雑誌



の部屋を分け、30分ごとの完全入替制で各回の合間に 15 分間換気をしています。本も雑

誌も市の予算で購入した公有財産ですので、廃棄せずこのような形で市民に還元してい

ます。１日 10回開催しています。よろしければ当日受付も可能ですので、またご覧くだ

さい。 

さらに、広報こなん 11月号が読書週間に合わせて図書館特集になりました。表紙の写

真が移動図書館車マツゾウくんの中になっています。記事も保育園や地域のステーショ

ンを巡回するマツゾウくんや電子図書館について記載されました。 

報告は以上です。 

議長 それでは、ご意見ご質問をお一人ずつ順番にお願いします。 

委員 

 

新聞などでコロナの影響で本に興味を持つ人が増えたという報道があったと思いま

す。数字には表れないが司書さんが肌で感じていることがありましたら教えてください。 

事務局 

 

図書館のキャッチフレーズは以前は「集う」「交わる」でしたが、今は「非来館型」「分

散」になりました。そのため、図書館が比較的空いている時間をホームページに掲載した

り、貸出期間を３週間から１か月に延ばしたり、貸出冊数の上限を 15 冊から 30 冊に変

更しました。そのためか、貸出人数の落ち込みほど貸出冊数は落ち込みませんでした。ま

た、休館中は予約の方のみ資料の受け取りをしていただきましたが「非常に良かった」と

いう意見をいただきましたし、移動図書館のステーションを１つ、希望があり北山台に増

やしました。月１回 30分間ですが数十人のかたに利用いただいています。買物難民の文

化的・趣味の部分であり、アウトリーチサービスと思っています。また、以前図書館を利

用されていたけれど最近お見かけしていない人が移動図書館を利用されることがあり、

移動図書館を運行してよかったなと思いますし、本を求めている人がいると実感してい

ます。 

議長 来館の時間制限は 30 分のままですか。 

事務局 30 分のままです。来館時の時間節約のため、事前に電話・ＦＡＸ・メールでの予約を

受け付けています。 

議長 30 分は短いです。図書館から足が遠のく原因の１つかなと思います。 

委員 おはなし会について、インターネットでするとか今までと違ったやり方をしてはどう

でしょうか。顔を見ながらなら Zoom などを使ってできるのではないでしょうか。 

事務局 インターネットでおはなし会をすることについての１番の問題点は著作権です。イン

ターネット上に本の表紙を映すこと、めくること、読むこともできません。絵本だと、書

かれた方・出版社・絵を描かれた方、それぞれに著作権があります。するのであれば全て

をクリアしたところだけしかできません。ゲリラ的にされた方もおられましたが、それは

非難されました。アイドルなどがインターネットに上げているのは、その裏で非常にたく

さんのかたが動かれて許可を取っているということを聞いていますので、図書館で同様

のことを実施するのは難しいです。作家にも、コロナ禍なのでインターネットでしてもい

いという作家、やはり止めてほしいという作家がいます。 

現在赤ちゃんの４か月健診・10 か月健診での読み聞かせもできていません。この状況

が続くと本にふれないまま大きくなる子どもが増えると考え、そのため、移動図書館の運

行希望を公立・私立を問わず市内全ての幼稚園・保育園・こども園に照会し、希望があっ

たところ全てに運行しました。５歳児の就園率は 95％を超えますので、そこで月１回で



すが自分で選んで、読んでもらって、返して、また選んでという機会を持っていただこう

と考えています。 

委員 

 

私は「ちっちゃなかぜ」というボランティアに所属しており、図書館でおはなし会を開

催していましたが、今は中止しています。ですが、コロナで行事を中止することが子ども

の発達においてデメリットになるのではと考えている園もあり、「本に出会わせたい」と

いう先生方の希望から、依頼がある園については秋から「おはなし会」を再開しました。

子ども達が「お話を聞いて絵や言葉から想像する」という経験は幼い時だからこそ大切な

経験です。コロナ禍で健診時の読み聞かせや保護者への読書のアドバイスの機会が中止

になってしまうと、幼いときに絵本に出会う機会を失ってしまいますので、今後考えてい

く必要がある課題だと思います。子どもと関わる園や学校の先生方と図書館が繋がって、

選書や本への興味の持ち方などの知識を共有できると良いかと思います。 

委員 

 

本校ではボランティアのかたに来ていただいて１～２年生を中心に朝の時間に読み聞

かせをしていただいています。選んできてくださる本が素敵で、子ども達も楽しみに待っ

ています。１学期は中止していましたが、９月から再開していただいています。学校図書

館では、貸出冊数が去年から 120％伸びています。１人当たり 30冊、低学年で多いです。

コロナ禍でステイホームということもありますが、読む機会が増えているのではと思っ

ています。ですが、今コロナ感染者数がまた増えてきていますので、ボランティアさんの

安全確保については、ドクターと相談しながら判断しています。 

議長 

 

コロナ対策として何か工夫されていることはあるのでしょうか。読み聞かせには表情

が分かるようにマスクはしないほうがいいのでしょうか。 

委員 

 

コロナ対策として特にということはありませんが、以前のように密集して聞いたりし

ないようにはしています。マスクはしない方がいいとは思いますが、コロナ対策としてし

ていただくようにしています。 

委員 

 

絵本の読み聞かせの場合、子どもは絵を見ながら聞いているため、マスクをして活動を

する人もいます。しかし、素話やストーリーティングなどの絵がなくお話を語る場合、言

葉だけで伝えるため、マスクをすることで語り手の表情も子どもには伝わりにくく、その

結果「お話を聞き手である子ども達に届ける」ことはかなり難しくなります。インターネ

ットを利用した読み聞かせの配信については、著作権の問題があると先ほど事務局が言

われましたが、「子どもに言葉を届け、おはなしを楽しんでもらう」という体験は、幼い

子どもほど実際に向かい合い、語り手の息遣いも感じる「生の経験」をしてほしいという

意見もあります。 

事務局 また、そういったことも図書館に意見として伝えていただけたらと思います。 

委員 図書館協議会はどういう位置づけなのでしょうか。委員が出した意見を事務局は事業

運営に反映されているのでしょうか。 

また、移動図書館車の滞在時間はどのくらいでしょうか。 

さらに、テレビ番組で１歳～１歳半の赤ちゃんは親や親以外の顔を見て「怒っている」

のか「笑っている」のかを表情からとらえていると伝えていました。現在大人はマスクを

しているので目よりも口で理解しているとも伝えていました。それが幼児教育につなが

っているのではないでしょうか。 

事務局 令和元年度第１回図書館協議会で配布しました資料にありますように、図書館法で「図



 書館協議会は、図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉

仕につき、館長に対して意見を述べる機関とする」と定められており、この法に基づき湖

南市図書館条例があります。ですが、図書館協議会は本日の会議だけが図書館協議会では

ありません。委員として図書館に意見を述べていただくシステムが図書館協議会ですの

で、会議以外の場でも委員としてご意見をいただければと思います。 

 また、図書館は意見を表明する場所ではなく、こういう意見があるという資料を提供す

る場所です。以前ご意見いただいたオリンピックの件も来年開催されるときにオリンピ

ックのコーナーを作ることになるだろうと思いますので、以前いただいたご質問の回答

もお出しできると思います。 

移動図書館車の滞在時間はおおむね 30 分間、学校は昼休みの時間に行くので 25 分間

です。これ以上の時間滞在にすると、これだけのステーションを回ることができません。 

議長 

 

 会議の時間が短いことについては、意見交流ができないなと私も思っています。 

また、以前の図書館協議会では移動図書館がなくなる話で進んでいたので、こんなに活

躍するとは思ってもいませんでした。 

委員のみなさまには、後日館長に直接意見を言っていただけたらと思います。 

委員  今、移動図書館をなくそうという話があったと聞いて驚きました。20 年前に引っ越し

てきたときに運転免許がなかったためありがたかったです。 

 おはなし会についてですが、定員３組とありますが３組なら申し込むまでにあきらめ

る人もいると思いますので、「定員になり次第締め切ります」としてはどうでしょうか。 

事務局 

 

 おはなし会についてはまだ１回しかしていませんので検証できていないということも

ありますし、今回大きな大型絵本ではなかったのですが楽しそうにしておられましたの

で、今後定員をもう少し増やせるのではないかと思っています。もう少し回数をして検討

していきたいと思っています。 

委員 

 

 図書館を使った調べる学習コンクールのＰＲは、例えばラチーノ学園などブラジルの

子ども達にもお知らせする機会があればと思います。そういうチラシがあれば身近な湖

南市の図書館と子ども達の記憶にとどめていただけるのではないかと思います。 

事務局 

 

 今年の図書館を使った調べる学習コンクールのＰＲは市内の公立小中学校のみ行いま

した。市内在住で市外の中学校に通っている中学生にもＰＲできていませんでしたので、

来年度はＰＲに努めたいと思います。 

委員 

 

 私は図書館を使った調べる学習コンクールの審査に参加しました。感動しました。湖南

市教育の「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現のためとありますが、子ども達が主体的

に、意欲的に、自分が知りたいと思ったこと、与えられた課題ではなく自分から調べると

いうことで図書館にもＰＲいただき、学校でもＰＲしました。期間がタイトであったため

どんな作品が出てくるかなと思っていたのですが、28 作品それぞれが自分の好きなこと

を調べていました。資料丸写しの子もいましたが、こうやってチャレンジすることが次に

つながると思います。賞を取られた方は防災とか環境について、身近な話題を家族ぐるみ

で調べていましたし、今子ども達に流行っている鬼滅の刃から昔の文様を調べた子もい

ました。それぞれが楽しんでいて、とても良いコンクールだと思いました。図書館は情報

発信基地でもありますので、素敵な作品については一定期間図書館に掲示していただき

たいと思います。すべての子ではなくても、興味のある子にこのコンクールを使って図書

館に親しんでいただけたらと思います。 



事務局  市内にある小学校９校全ての小学校から今回応募いただきましたことは本当に良かっ

たと思っています。来年度は利用者のみなさまに見ていただくことを前提として実施し

たいと思います。 

委員 

 

 市のいろいろな会議に出席していますが、何かにつけてＰＲ力が弱いと思います。タウ

ンメールや、防災無線のふるさとの曲が鳴った後に鳴らすなど、紙以外の物でＰＲをして

ほしいです。守山市で開催されたハロウィンイベントは仮装を兼ねて屋外で絵本の読み

聞かせをするというものでした。また、近寄っていただくと困るので「絵を見ないで聞い

てください」としたのですが、とても好評でした。ぜひ森北公園を活用していただきたい

と思います。 

 また、移動図書館車も市内のお祭りに出展したり、企業とタイアップしてはどうでしょ

うか。移動図書館はコロナ禍でも動けるので、思いきった何かをしてはどうでしょうか。 

事務局  森北公園でのイベントについては、天気もありますが春になれば検討したいと思いま

す。 

 移動図書館車の出展については、今年度５月にＨＡＴの１周年記念祭でする段取りを

していましたが、記念祭自体がコロナで中止になりました。楽しいイベントに移動図書館

車が出かけて行って、本にふれていただく機会を作りたいと思います。呼んでいただきま

したら行きますので、お声がけを委員のみなさまにはお願いします。 

委員 

 

 本のリサイクルについて、以前は風除室に置いていたと思うのですが、今回コロナ対策

のため図書館２階でされるようになったのでしょうか。 

 移動図書館の利用が以前より増えているのは面白いと思いました。 

 おはなし会については、前回の実績をＰＲ時に付け加えてはどうでしょうか。前回１組

だけだったなら今回申し込めるのではと思っていただけるのではないでしょうか。また、

取り組みを続けていくことが大事だと私は思います。また、読み聞かせを家庭でするとき

のノウハウを発信していってはどうでしょうか。 

 図書館を使った調べる学習コンクールについては、中学校は０件ですが今回第１回な

ので、今後試行錯誤して開催していただけたらと思います。 

 他にも意見・要望がありますので、文書を配布させていただきます。 

事務局 

 

 リサイクルについては、以前からまずは視聴覚室で開催し、残ったものを風除室に置く

という形で実施していました。今回最初から風除室に置くという意見もあったのですが、

量が多すぎて捌ききれないということ、いきなり風除室に置くと初日に人が密集するこ

とが予想されたので、今回この方法で開催させていただきました。リサイクルについて

は、定員に達した・達していないを風除室に掲示しましたので、おはなし会についても、

同様のことができないか検討していきます。 

 文書で頂きました意見につきましては、後日ご回答させていただいたうえで、その内容

については委員のみなさまにもご報告させていただきます。 

議長 それでは時間も来ましたので、これで終了させていただきます。 

事務局 次回は２月 12日（金）午後４時から甲西図書館で開催させていただきます。ただ、現

在甲西図書館は屋上外壁工事を実施しているため、甲西図書館でできない場合は後日連

絡させていただきます。 

本日はありがとうございました。 

 


